

























（Noppeney & Price, 2004; Scheepers & Crocker, 2004; Luka & Barsalou, 2005; Thothathiri 
& Snedeker, 2008; Kim, Carbary & Tanenhaus., 2014）というものである。2つ目の主張
は、先行文と後続文が同じ統語構造であるにも関わらず、動詞が異なると、促進効果
が見られないというものである（Branigan, Pickering, & McLean, 2005; Pickering & 
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言語内および言語間文理解における統語的プライミング効果に関す
る検討 
 本論文は、中国語を母語とする日本語学習者が両言語を理解する際に使う脳内統語処
理メカニズムが、それぞれ完全に別の独立したものなのか、それともある程度両言語間
で共有されているのかを解明するために、先行文の処理が後続文の処理に影響を与える
統語的プライミングと呼ばれる効果に着目し、行動実験と fMRI 実験から得られたデータ
を用いて検証を行ったものである。
 第１章で二言語併用者の統語処理メカニズムに関する研究背景と研究課題を設定した
上で、第２章で、中国語を母語とする日本語学習者が日本語の文を理解する際の態と語
順の影響を検討した。第３章では中国語言語内での統語的プライミング効果を、第４章
では日本語言語内における統語的プライミング効果を、第５章では、中国語と日本語の
言語間プライミング効果を行動指標を用いて検討した。以上をふまえて、第６章では、
中国語を母語とする日本語学習者の中国語と日本語の言語内および言語間プライミング
効果を、fMRI 実験を用いて検討した。 
 その結果は次の通りである。まず、習熟度の高い中国人日本語学習者は、日本語の基
本語順文とかき混ぜ語順文の統語構造の違いや、能動文と受動文の統語構造の違いを習
得しており、日本語母語話者に近い言語処理を行なっていることが確認された。次に、
文理解の際、先行文と後続文とで同じ動詞が使われていなくても、両文の態または語順
が同じであれば後続文の処理が促進される統語的プライミング効果が観察された。これ
は言語内プライミング効果が語彙の影響から独立していることを示している。さらに、
統語的プライミング効果は先行文と後続文の言語が異なっていても生じることが確認さ
れた。これは言語内プライミング効果同様、言語間プライミング効果も、語彙の影響か
ら独立した、純粋な構造プライミングである可能性を示唆している。ただし、fMRI を用
いた実験では、言語内プライミングの効果が左中側頭回など主に統語処理を担う脳領域
で観察されたのに対して、言語間プライミングの効果は左島皮質など予測処理に関わる
領域や右中前頭回など母語の処理ではあまり賦活しない領域の活動に見られた。言語内
プライミングと言語間プライミングの共通点と相違点についてはさらなる検討が期待さ
れる。
 以上のように本論文は、異なる言語間で統語処理がある程度共有されていることを実
証したもので、多言語併用話者の脳内言語処理メカニズムとその基盤を解明する上で有
用な知見を提供したと評価できる。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を
授与されるに十分な資格を有すると認められる。
